
                                
 

平成 23 年 11 月 9 日 

「葉酸」商品テスト対象事業者 各位 

会員 各位 

 

                                    公益財団法人日本健康・栄養食品協会 

 

 

 

「葉酸」商品テスト結果等を踏まえた表示案等について 

 
 拝啓 時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は当協会の事業につきまして 格別の  

ご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、平成 23 年 5 月 26 日付で独立行政法人国民生活センター（以下、国セン）から要望のあった標記  

の件につきましては、これまで同年 6 月 6 日及び 6 月 14 日に国センによる「葉酸」商品テストの対象となった

26 事業者（うち出席 19 事業者）との意見交換会を行ない、その内容を当協会ホームページ及び協会ニュー

スで公開してきたところです。 

 このたび葉酸の表示に関する当協会としての表示案等を別紙１のとおり作成しましたので、ご意見等が  

あれば１１月１８日(金)までにメール又は FAX でご連絡ください。 

 ご意見等をもとに協会としての表示例を決定したいと考えております。 

 

 また、葉酸の摂取量の設定根拠に関して、別紙２のとおり、行政に要望書を提出すべく作業を進めているこ

とを申し添えます。 

 

連絡先  公益財団法人 日本健康・栄養食品協会 健康食品部 

                  TEL 03-3268-3131   FAX 03-3268-3135   E-mail : kenshoku@jhnfa.org 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 

 

＜ 国センからの要望 １ ＞ 

健康食品等で使用されている「葉酸」は普段の食事から摂取する「食事性葉酸」とは体内での利用効率が

異なるものであることを明記するよう要望する 

 

＜表示案＞ 

１） 葉酸の記載について 

記載例 

① 葉酸（プテロイルモノグルタミン酸） 

② 葉酸（モノグルタミン酸型） 

①又は②のように、「プテロイルモノグルタミン酸」か「モノグルタミン酸型」のどちらかの用語を括弧書き

で併記し、モノグルタミン酸型の葉酸であることを示す。 

 

２）「食事性葉酸」とサプリメントなどに使用される「プテロイルモノグルタミン酸(モノグルタミン酸型葉酸）」の

体内での利用効率の違いについて 

 次の記載例①～③のいずれかを基本に表示する。詳細は、製品のＱＲコードの利用や事業者のホーム

ページ、広告、店頭チラシ等で説明を行なうこととする。 

記載例 

① 本品に使用している葉酸は、食事から摂る葉酸に対し体内で働く割合が異なります。 

② 本品に使用している葉酸は、食事から摂る葉酸に対し体内での吸収や利用される効率が異なります。 

③ 本製品に配合している葉酸は、通常の食品に含まれる葉酸とは種類が異なり、からだの中で利用  

する割合が 2 倍です。 

 

＜ 国センからの要望 ２ ＞ 

葉酸の１日の耐容上限量や一日摂取目安量を守る旨の表示についての具体的な表示を記載するよう  

改善を要望する 

 

＜表示案＞ 

「摂取上の注意」に、摂取目安量を守る旨の表示「1 日の摂取目安量を守ってください。」と次の記載例 

①～③のいずれかを組みあわせたものを基本に追加表示する。 

記載例 

①  健康障害を起こす危険のない摂取量の最大限度量（いわゆる耐容上限量）は 1 日に 1 mg （1000 

μg）とされています。 

② 1 日に摂る葉酸の摂取量の限度（いわゆる耐容上限量）は、食事から摂るものと合わせて 1000μg 

までといわれています。 

③  葉酸の耐容上限量は 1000μg です。 

 

なお、「栄養機能食品」として表示する場合は、決められた一日当たりの摂取目安量並びに栄養機能表

示及び注意喚起表示等の文言（別紙３を参照）を記載する。 

 

 



表示例 (イメージ) 

参考例 ① 

 

表示例 ② 

 

なお、「いわゆる健康食品」の表示については、表示例（イメージ）の内容に限るものではありません。 



 

 

別紙２ 

 

 

 

      「葉酸」の摂取量の設定根拠に関する行政への改善の要望について 

 

①葉酸が赤血球の形成を助ける栄養素であること並びに胎児の正常な発育に寄与する栄養素であると  

いう栄養機能表示が可能な「栄養機能食品」としての葉酸の“上限量２００μg／日”と、「いわゆる健康食品」 

のように機能性は表示できないが、「日本人の食事摂取基準（2010 年版）」で妊娠を計画している女性又は

妊娠の可能性がある女性に付加が望ましいとする“推奨摂取量４００μg／日”の設定における矛盾点。 

 

②厚生省（当時）課長通知「児母第 72 号、健医地生発第 78 号」（平成 12 年 12 月 28 日）でいう “1 日上限

量１ｍｇ” と、「日本人の食事摂取基準（2010 年版）」に記載の “耐容上限量 1300～1400μg (15～49 歳)” 

との差異。 

 

 

 

 

 

 

 

      

 “４００μｇの１日摂取目安量で機能性表示“を希望される事業者の方々へ 

 

“４００μｇの１日摂取目安量で妊娠可能な女性に対する機能性表示“を希望される事業者におかれて

は、「葉酸」一日摂取目安量 ４００～１０００ μg で特定保健用食品（疾病リスク低減表示）が認められて 

いますので（食安新発第 0201003 号 平成 17 年 2 月 1 日、別紙３を参照）同申請もご検討ください。 

 

別紙３ 「葉酸」について行政の取扱いに関連したことがら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


